
校長 望月はる美 

合い言葉は 「挑戦・貢献・創造・誇り」 

１月往ぬる(行く) 

２月逃げる 

３月去る 

この気持ちは何だろう  合唱「春に」  

 

という古くからの言葉があります。
１月から３月まではお正月、節分、ひ
な祭りなど行事が多いために、毎日が
あっという間に過ぎてしまうことを例

えた言葉です。昔の人はうまいことを言ったものです。現代でも時の流れるスピー
ドは同じはずなのに、この時期に体感する時の流れ方は違って感じられます。 

３月１２日の卒業証書授与式では、「春に」（作詞:谷川俊太郎,作曲:木下牧子）
を全校で合唱します。校舎の中には、３年生、そして１，２年生たちの練習する歌
声が響いています。そのような中、３年生、１，２年生の皆さんそれぞれと詩を読
む時間を持ちました。谷川俊太郎さんの『春に』という詩は、もともと歌詞として
書かれたのではなく雑誌に載せる詩として、季節感を大切にしながら書かれたそう
です。以前使用していた国語の教科書に載っていましたから、保護者の皆さんの中
には授業で習ったという方がいらっしゃるかもしれません。「この気持ちはなんだ
ろう」で始まる詩からは、春のもつエネルギーが身体にこみあげてくる様子、「喜
び」「悲しみ」「いらだち」「やすらぎ」など矛盾する様々な感情、未来へのわく
わく感などが読み取れます。3 年生に「今、きっとあなたの中にあるだろうちょっ
と複雑なこの気持ち」を書いてもらいました。 
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・今の生活を大切に思う気持ちと、新しい環境への期待 
・高校生になりたい気持ちと、今のままでいたい気持ち 
・友達との別れの寂しさと、新しい出会いの楽しみ 
・新しい挑戦へのワクワク感と、不安や心配 

左はコメント文を
まとめたものです。
「過去と未来の間で

揺れ動く気持ち」が伝わってきました。まさに、
成⻑の節目にある中学 3 年生らしい、複雑で繊細
な気持ちです。 

先週行った１，２年生合同授業では、「合唱を通して３年生にどのような気持ち
を伝えたいか」訊ねてみました。１年生も２年生も共通して「ありがとう」「お世
話になった」という言葉が多く、「１・２年生を引っ張ってくれた」「行事や部活
でまとめてくれた」という３年生のリーダーシップへの「感謝の気持ち」と同時に、
「これからも頑張ってほしい」といった卒業する 3 年生への「応援の気持ち」も伝
えたいという思いが伝わってきました。 

１，２年生数名のコメントを紹介します。（少し推敲しました…。） 

〇合唱を通して、自分たちが頑張って練習してきた練習の成果をよく見てほしい
という気持ちを伝えたいです。 

〇私は、春に感じる喜び、悲しみ、いらだち、やすらぎ、あこがれ、怒りなどの
複雑に交わった気持ちをとにかく、この一年間お世話になった三年生に向けて
感謝の気持ちとして伝えたいです。 

〇次は２年生になり最高学年を支える学年になる。詩に書いてある情景や３年生
と過ごした日々を思い浮かべながら、いっぱい引っ張ってくれた３年生がこの
学校は任せたという気持ちで卒業できるようにしたい。 

〇「春に」は、春に込み上げてくる期待や不安などが絡み合った複雑な気持ちを
表現しているのだと思った。歌うときは自分にもある 3 年生になるのが楽しみ
でもありながら不安でもあるような複雑な気持ちをイメージしながら歌いたい。 

１２日（水）に令和６年度卒業証書授与式を挙行いたします。３年生３５名の旅
立ちにふさわしい卒業式となるよう、北相中学校教職員、生徒一丸となって取り組
んでまいります。 

３月の主な予定   ３学年は、卒業に向けて特別日程となります。  

６日 木 卒業式予行練習 
２４日 月 

給食最終日 

１２日 水 第７８回卒業証書授与式 学年集会・大掃除 

１８日 火 全校集会 ２５日 火 修了式 退任・離任式 

３学年のご家庭には卒業式のご案内も配付いたしました。日時等の詳細は通知をご覧ください。 


